
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当センターの精神科デイケアには様々なコースがあります 

 

生活リズムを整えて、日中活動できる体力をつけたい 

自身の病気や特性を理解したい 

学校/仕事/就労移行支援事業所/作業所に行く準備性を高めたい 

 

 

自閉スペクトラム症の特性を学びたい 

自身と同じ特性をもった人たちと一緒に 

コミュニケーションのあり方を学びたい 

                                       

 

 

現在休職中である（「統合失調症」「発達障害」「不安障害」等） 

生活リズムを整えるために時間をかけて少しずつ通所し 

復職を目指したい 

 

 

現在休職中である 

（「うつ病」または「うつ状態」の診断を受けている） 

通所するための生活リズムが整っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタンダードコース 

（一般デイケア） 

→２ページ 

リワークコース 

（一般） 

→４ページ 

横浜市総合保健医療センター 地域精神保健課 精神科デイケア 

〒２２２－００３５ 

横浜市港北区鳥山町１７３５番地 

 

＜内容のお問い合わせ＞         ＜見学及び利用申し込み＞   

精神科デイケア ０４５－４７５－０１３６    7ページをご確認ください 

（電話の受付時間：平日８：４５～１７：３０） 

横浜市総合保健医療センター 

精神科デイケアのご案内 

リワークコース    

（気分障害）<３ヶ月＞ 

→５ページ 

A-Comm コース 

→３ページ 

A-Comm プラス 

コース 

→３ページ 

→３ページ 



 

 

・利用期間が有期限（最長利用期間 1 年間）の通過型のデイケアです。 

・プログラム参加を通して、生活リズムを整えたり、自身の病気や特性を学んだりする事ができます。 

そして、学校や仕事（就職）、就労移行支援事業所や作業所等へステップアップすることを目指します。 

 

ご利用の対象となる方について 

・医療機関に継続的に通院し、主治医よりグループ活動の治療効果が見立てられている方 

   ・アルコールや薬物等への依存症に関する治療を受けていない方 

   ・利用規約に同意していただける方 

 

  利用開始から終了までの流れ  

  ＊原則、最低通所頻度を下回る月が、累積 2 か月となると、利用終了となります。 

   

プログラム 以下の 2分類から複数のプログラムが同時並行で行われます。 

心理・社会的 

プログラム 

疾病自己管理能力を高める事や本来自身が持っている力

を引き出し、対処の幅を広げる事を目的としたプログラ

ムです。 

（常時開催ではありません） 

心理教育(※)、認知行動療法

（CBT）、社会生活スキルト

レーニング（SST）等 

共通 

プログラム 

体力増強、集中力向上、興味関心の幅の拡大、活動を通

しながらの他者交流等を目的としたプログラムです。デ

イケアスタッフもしくは外部講師が運営します。 

スポーツ、手工芸、 

陶芸、音楽療法等 

   （※）統合失調症/気分障害の方向けの心理教育があります。 

   ★プレ期間中は、原則、共通プログラムのみの参加となります。 

 

利用区分 期間 通所回数 内容・特徴等 

初診 
０ケ月目 

週１回以上 

・当センターの担当医が適応の可否を判断します。 

プレ 

期間 

 

・初診日から 1 週間以内に利用開始となります。 

・実際に通所できる体調や生活リズムであるかを確認します。 

・御自分に合うプログラムかどうかを御検討下さい。 

1 ケ月目 

2 ケ月目 
月 6 回以上 

（週 1 回以上） 

       ＊既定の通所日数通うことができれば、正式利用を開始します。 

       ＊体調が不安定、通所が不定期等で規定日数に届かない、集団での活動が難しい場合等は、プレ

期間で終了となります。 

正式 

利用 

 

 

最長 

1 年間 

 

1～4 ケ月目 

週 2 回 

. 

月 8 回以上 

・担当スタッフと相談し、各自の疾患と状況にあったプログラ

ムを選択して参加していただきます。 

・6 ケ月目を目安に、デイケア終了後の移行先候補を絞り、複

数の施設などに見学に行き、準備を進めます。 

・9 ケ月目を目安に、デイケア終了後の移行先とデイケアを並

行利用し、次の段階への移行を進めます。移行先への引継ぎ

が終了した時点で、デイケア終了となります。 

5～8 ケ月目 

9～12 ケ月目 

スタンダードコース（一般デイケア） 

２ 



 

 

 

・自閉スペクトラム症の方向けのコミュニケーションプログラム（A-Comm；エイコム）を中心に 

コミュニケーションの仕方について学びます。 

・4 月・８月・12 月からスタートする 4 か月間 1 クールのプログラムです。 

・A-Comm コースは最低通所日数の設定はありません。A-Comm プラスコースは最低通所日数はありますが、 

他のコースと同様、各種心理・社会的プログラムに参加できます。 

※A-Comm にはスタンダードコース及びリワーク（一般）コースの対象疾患の方も参加できますが規定通所 

日数は所属しているコースに準じます。 

（A-Commは当センターでの呼称です。このプログラムは、平成 25/26 年厚生労働省障害者総合福祉推進事業からの助成を受けた 

昭和大学発達障害医療研究所・昭和大学附属烏山病院によって開発されました。） 

ご利用の対象となる方について 

・自閉スペクトラム症（ASD）の診断がついている方（知的発達症は除く） 

※ADHD と ASD が混在していて ASD 傾向が強い方や、ASD の診断基準には満たないが ASD の傾向があり、

主治医よりコミュケーションプログラムの効果が認められると判断される場合は参加可能です 

・主治医よりプログラムの内容理解や言語的なやりとりでの振り返りが可能と見込まれる方 

・医療機関に継続的に通院し、主治医よりグループ活動の治療効果が見立てられている方 

・アルコールや薬物等への依存症に関する治療を受けていない方 

・利用規約に同意していただける方 

見学からプログラム開始～終了までの流れ 

 

  ＊プログラム途中でのコース変更は可能です。利用期間は A-Comm 開始月から最大 14 ケ月です。 

  ＊当センターでは発達障害専門外来は実施していないため自閉スペクトラム症の診断をつけることができません。 

かかりつけ医の元での診断が必要です。またかかりつけ医での継続的な通院をお願いしています。   

利用の流れ 期間 通所回数 内容・特徴等 

見学・申込 

開催決定 

通知 

  

・見学後、お電話にて「A-Commコース」か 

「A-Commプラスコース」のご希望をお伝えください。 

・最低開催人数を上回った場合ご連絡しますので、申込書類の準備を

お願いします。（最低開催人数に満たなかった場合、次クールのご案

内及びご意向をお伺いします。） 

初診   

・センター医師の診察及び必要に応じて心理検査等を実施します。 

・書類内容・診察結果などを踏まえ受け入れ可否を決定します。 

・受け入れ可能であれば、開催まで待機していただきます。 

A-Comm 

開始 

（正式利用） 

1～３ケ月目 
週 1 回 

（半日） 

＜A-Commコース＞ 

・1～3 ケ月は週 1 回、4 ケ

月目は週2回A-Commに

参加します。 

・希望者は共通プログラムに

参加できます。 

＜A-Comm プラスコース＞ 

※最低通所日数（月 8 回以上）あり 

・1～3 か月は週 1 回、4 か月目は週

2 回 A-Commに参加します。 

・希望者は共通プログラム/心理・社会

的プログラム（認知行動療法など）に

参加できます。 

４ケ月目    
週 2 回 

（半日） 

A-Comm 

終了 
 

・希望者はスタンダードコースにコース変更して、引き続きデイケア 

を利用することができます。（最大利用期間は A-Comm開始月 

から最大 14 ケ月間） 

A-Comm コース  A-Commプラスコース  

３ 

エイ     コム エイ     コム 



 

 

・最長利用期間 1 年間の中で、復職を目指して通所します。 

・「統合失調症」「自閉スペクトラム症」「不安症」等の多様な疾患の方を対象としています。 

（アルコールや薬物等への依存症に関する治療を受けている方は除く） 

・「うつ病」や「うつ状態」の診断を受けているが、「リワークコース（気分障害）」よりも、 

自身のペースに合わせてサポートを受けたい方も対象です。 

・復職準備性が整った段階で準備性の度合いや今後取り組むべき課題がまとまった評価表が発行されます。 

ご利用の対象となる方について 

・医療機関に継続的に通院し主治医よりグループ活動の治療効果が見立てられている方 

・アルコールや薬物等への依存症に関する治療を受けていない方 

・休職中であり、離職をしていない方 

・元の職場に戻る意志のある方 

・利用規約に同意していただける方 

利用開始から終了までの流れ 

プログラム  以下のプログラムから時期に合わせて実施します。 

心理・社会的プログラム 
「スタンダードコース（一般デイケア）」のページをご参照ください 

共通プログラム 

リワーク（一般）      

専門プログラム 

起床・就寝・活動時間等の目標発表（生活マネジメント）、グループワーク等、グル

ープ活動を実施します。 

個別プログラム 
休職要因の分析、自己理解図の作成、復職面談に向けての準備を担当スタッフと個

別にて行います。 

利用区分 期間 通所日数 内容・特徴等 

初診  

週 2 日以上 

・担当医が適応の可否を判断します。 

プレ期間 

（スタンダード

正式利用同様） 

０ヶ月目

～ 

1 ヶ月目 

・初診日から 1 週間以内に利用開始となります。（「共通プログラム」か

ら） 

・実際に通所できる体調や生活リズムであるかを確認します。 

・「リワークコース（一般）」向けのオリエンテーションに参加します。 

 
＊正式利用時に求められる週 3 日以上が困難である事が見込まれる場合は、そのまま「スタンダード

コース（一般デイケア）」で準備性を高めることができます。その上で、担当スタッフと相談しながら

自身のペースで「リワークコース（一般）」の利用開始時期を検討することが出来ます。 

＊通所が不定期で規定日数に届かない、集団での活動が難しい場合等はプレ期間で終了となります。 

ステップ① 

週 3 日以上 

出席 8 割以上 

最低 2 ヶ月間 

・「疾患・目的別プログラム」「リワーク(一般)専門プログラム」に参加します。 

・起床、就寝、活動時間の目標を立てて、日々過ごします。 

・連続 2 か月の通所を満たせた場合ステップ②に移行します。 

＊8 割に満たない場合でも、月 8 回以上（半日利用含む）通所していれば、「ス

タンダードコース（一般デイケア）」にコース変更して、デイケアを継続利用でき

ます。（通所が安定すれば「リワークコース（一般）」に戻ることができます） 

ステップ② 

週４日以上 

出席 8 割以上 

最低 2 ヶ月間 

・休職要因の分析と今後の対処・自己理解図の作成や復職に向けて最終調整 

します。 

・出席率が 8 割に満たない場合ステップ①から再スタートとなります。 

・連続 2 ヶ月の通所を満たすと評価表が発行されます。 

利用区分 通所 期間 内容・特徴等 

初診  

０ヶ月目

～ 

1 か月目 

担当医が適応の可否判断をします。 

体験利用 

週 

2.5 日 

・初診日から 1 週間以内に利用開始します。 

・実際に通所できる体調や生活リズムであ

るかを確認します。 

・最終的に体験 1 か月終了時には、週 2.5

日通所します 

週 3 日 

以上 
2 か月目 

・心理教育、認知行動療法（CBT）、対人技

能訓練（SST）のプログラムに徐々に参加し

ます。 

・職場の窓口の方と連絡を取り、復職に向け

た職場課題を共有します。 

正式利用 

 

最長 

1 年間 

週 4 日

以上 

正式 

1 か月目 

～ 

12か月

目 

・引き続き、心理教育、認知行動療法（CBT）、

対人技能訓練（SST）に参加します。 

・起床、就寝、活動時間の目標を立てて、日々

過ごします。 

・休職要因の振り返りと今後の対処方法に

ついて、担当スタッフと個別で実施します。 

・自己理解図の作成や、復職面談を見越した

準備を行い、復職に向けて最終調整します。 

リワークコース（一般） 

４ 

https://4.bp.blogspot.com/-2SF2PLLFwi4/VfS6hXoS6yI/AAAAAAAAxRc/MhwXwHHQAW8/s800/mokuhyou_tassei_woman.png
https://4.bp.blogspot.com/-zMQmRJehrV0/V5NENRucbgI/AAAAAAAA8hk/9Uz9egswxM09zxMtFGTm3mtXqGFpHJHVgCLcB/s800/kaisya_shigoto_music_man.png


 

 
・１クール３ケ月間の復職支援プログラムです。 

・復職に向けた準備性を高め、再び休職しないための対処や工夫を獲得していきます。 

・毎年 2 月・4 月・6 月・8 月・10 月・12 月にスタートします。 

・３ケ月間、同じメンバー（６名程度）で復職に向け様々な課題に取り組みます。 

ご利用の対象となる方について 

・「うつ病」・「うつ状態」・「双極症Ⅱ型」等で休職中であり、離職をしていない方 

・元の職場に戻る意思のある方 

・利用開始時から週２～３日《９時３０分～１６時》の通所が可能な方（通所開始時期により変わります） 

・利用規約に同意していただける方 

３ケ月間のプログラムについて 

 

＊原則８割以上の通所が必須です。８割に満たない場合は利用中断となります。 

プログラム  以下のプログラムから時期に合わせて実施します。 

心理・社会的プログラム 
「スタンダードコース（一般デイケア）」のページをご参照ください。 

共通プログラム 

リワーク（気分障害）      

専門プログラム 

起床・就寝・活動時間等の目標発表（生活マネジメント）、グループワーク、休職要因の

分析（自己分析）、自己理解図作り等を同じクールのメンバーで実施します。 

個別プログラム プログラムや職場で出された課題を個別にて取り組みます。 

 

 

 

利用区分 期間 通所日数 内容・特徴等 

見学 

申込 
  

・見学後、１週間を目安にご連絡をください。 

・見学時にお渡しした、４種類の書類をご準備いただき、郵送またはご

持参ください。 

初診 

０ケ月目～

開始まで 
週 2 日～3 日 

・センター医師の診察及びスタッフによる心理検査等を実施します。 

・書類内容・診察結果などを踏まえ受け入れ可能か決定します。 

プレ 

リワーク 

・初診日から 3 日以内に利用開始します。（「共通プログラム」から） 

・実際に通所できる体調や生活リズムであるかを確認します。 

・定められた通所日数の通所が必須です。オリエンテーションまで段階

的に増やしていきます。 

 ＊原則８割以上の通所が必須です。８割に満たない場合は利用中断となります。 

＊規定日数に達していてもプレ期間の様子により本リワークへの参加を見合わせる場合もあります。 

本 

リワーク 

(３ケ月) 

1 ケ月目 
前半 週 3 日 ・「疾患・目的別プログラム」「リワーク（気分障害）専門プログラム」

を中心に参加し、疾患の理解、自己理解を深めます。 

・グループワークを中心に対人交流の傾向に気付きます。 

・休職要因の理解を深め対処方法を増やすプログラムに取り組みます。 

・３ケ月目終了時に最終評価を行い、主治医・職場とも共有します。 

後半 週 4 日 

2 ケ月目 週 5 日 

３ケ月目 週 5 日 

ポスト 

リワーク 

（希望者） 

週 5 日 

・本リワーク終了後、最長 7 カ月間参加できます。 

・産業医面談対策や復職後に想定される問題への対処方法を学びます。 

・通勤訓練等と併せて利用することができます。 

４ 

５ 

リワークコース（気分障害）  ＜３ケ月＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

【1 日のスケジュール】 

・開所時間：月曜日～金曜日（祝日は除く）8：45～16：00 
・「来所時/退所時ミーティング」は、来所時/退所時それぞれに毎日 1回ずつ参加して下さ
い。 

・色付きの「プログラム」の内容については、別途プログラム表をご覧ください。最新の月間
のプログラム表はホームページ上にも掲載しています。 

 

08：45～09：30 デイケア開所・自主活動 

09：30～09：45 来所時ミーティング① 

09：45～09：55 生活リズムチェック表記入① 

10：00～10：45 AMプログラム（前半） 

10：45～11：00 休憩時間 

11：00～11：45 AMプログラム（後半） 

11：50～12：00 退所時ミーティング① 

12：00～13：00 昼休憩（昼食時間・個別面談等） 

     12：30 AMショートケア終了 

13：00～13：15 来所時ミーティング② 

13：15～13：25 生活リズムチェック表記入② 

13：30～14：25 PMプログラム（前半） 

14：25～14：40 休憩時間 

14：40～15：30 PMプログラム（後半） 

15：50～16：00 退所時ミーティング② 

 

【利用にともなう費用】 

・利用時間と利用期間に応じた料金となります 
・下記の費用は自立支援医療（1割負担）を受給した額です。 
・自立支援医療を受給していない場合、医療保険（3割負担）を適応することもできます。 
・６時間利用の場合は、昼食（給食）を注文することができます。 
  ※精神科ショートケア及びデイケアを算定している場合、同一日に行う他の精神科専門療法

は別に算定できません。通院日について主治医とご相談ください。 
 
【利用料金（1割負担時）】※料金が変更になる場合があります。詳しくはお問合せください。 

 
3時間 

（ショートケア） 
6時間 

（デイケア） 

利用開始 
1年未満 

退院後 1年未満 
450円 850円 

利用開始 
1年以上 

退院後 1年以上 
430円 800円 

 
【交通費助成制度】 
横浜市にお住いの方は、市の通所交通費の助成制度があります。 
詳しくは見学の時にお問い合わせください。 

 

６ 

https://3.bp.blogspot.com/-T8T1ArEy5FY/WSa82xKETRI/AAAAAAABEh4/eYQhwTLJj9oAjSX3O8SREi90xYXKaOkQACLcB/s800/whiteboard_blank_man2.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【申し込み方法】 
 
 
 まずは見学の申し込みを電話にてお願いします。見学は予約制です。 
 
 「スタンダードコース（一般デイケア）」「リワークコース（一般）」 
 「A-Commコース」「A-Commプラスコース」 
ご希望の方は、見学会にご参加ください。見学会は月 2回程度 
実施しています。日程が合わない等で見学会に参加が難しい場合は 
別途ご相談ください。 

 
 
「リワークコース（気分障害）」ご希望の方は、電話にて利用条件等 
確認をさせていただいた後、見学の日程を調整します。 

 

 

 

 

申し込み先（精神科デイケア）：045-475-0136 

【交通案内】 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

★JR・市営地下鉄・相

鉄東急新横浜線「新横

浜駅」から徒歩約15分 

 

★新横浜駅から市営バ

ス 96 系統「浜鳥橋」

バス停下車徒歩 1分 

 



横浜市総合保健医療センター 

精神科デイケア係 コース一覧 
 

コース名 スタンダード A-Comm 
A-Comm 

プラス 

リワーク 

（一般） 

リワーク 

（気分障害） 

利用目的・希望 

様々なプログラムを

通して就職・就学を目

指したい。もしくは次

の施設に移行する準

備性を高めたい。 

発達障害専

門プログラ

ムを中心に

参加したい。 

発達障害専門

プログラムと

共に、認知行動

療法等の専門

プログラムに

参加したい。 

現在休職中で元

の職場に戻りた

い。自身の体調

や疾患特性にあ

った支援を受け

たい。 

現在うつ病等の気

分障害で休職中で

あり、元の職場に

戻りたい。 

対象疾患 疾患問わず 
自閉スペクトラム症 

（特性を持つ方も含む） 
疾患問わず 

うつ病・うつ状態 

双極症Ⅱ型 

利用開始の 

タイミング 

初診後すぐに 

プレ利用開始 

クール開始月より開始 

（初診後、開始まで自宅待機） 

初診後すぐにプ

レ利用開始（最短

1 か月）、時期を

見て正式利用に

切り替え 

初診後すぐにプレ

利用開始、偶数月

より正式利用開始 

利用期間 

（プレ期間+正式利用期間） 

２ヶ月（プレ） 

+12 ヶ月（正式） 

0 ヶ月（プレ期間なし） 

+4 ヶ月（正式） 

※希望者はスタンダードコースで

引き続きデイケア継続可 

1～2 ヶ月(プレ) 

+12 ヶ月（正式） 

※正式利用 

4 か月間は必須 

１～２ヶ月（プレ） 

+3 ヶ月（本リワーク） 

※希望者はポスト

RWに在籍可 

最低通所日数 

（正式利用時） 

週 2 回以上 

（1 日/半日問わず） 
なし 

週 2 回以上 

（1 日/半日問わず） 
週 3～4 日 週 3～5 日 

参
加
可
能
プ
ロ
グ
ラ
ム 

共通 

プログラム 
〇 〇 〇 〇 〇 

心理社会的 

プログラム 

（認知行動療法等） 

〇 × 〇 〇 〇 

発達障害 

専門プログラム 
〇 〇 〇 

〇 

（疾患対象者） 
× 

リワーク専門 

プログラム 
× × × 〇 〇 

コース名 スタンダード A-Comm 
A-Comm 

プラス 

リワーク 

（一般） 

リワーク 

（気分障害） 

 

詳しくは、各コース詳細ページをご覧ください。 
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